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▶人口：19,424人（前年同月比：−73人）　
▶世帯数：7,211世帯（前年同月比：＋84世帯）
▶交通事故発生件数：0件（累計：1件）
▶犯罪発生件数：0件（累計：2件）
▶火災発生件数：0件（累計：2件）
※人口、世帯数令和2年6月1日現在
※事故等発生件数：令和2年5月発生分
※累計：令和2年4月1日～令和2年5月31日

藤岡地区データ

皆さんの情報を
お待ちしております！ 〈ホームページ〉

http://www.city.toyota.aichi.jp

編集・発行／豊田市役所藤岡支所／毎月15日発行／〒470-0493  愛知県豊田市藤岡飯野町田中245／☎0565・76・2101
                E-mail ： fujioka-shisho@city.toyota.aichi.jp
※「ふじおか支所だより」のカラー版が

豊田市ホームページ⇒市政情報⇒地域振興部⇒藤岡支所でご覧になれます。

　6月8日から、藤岡・藤岡南地域の小中学校で通常授業が再開されました。中山小
学校では、児童が安心して授業を受けることができるよう、手洗い、うがい、換気の
徹底、机を離して配置する、毎日の家庭での検温呼びかけ等の対策をとっています。

　藤岡ふれあいの館主催の「ふじおか野の花さん
ぽ」が、開催されました。参加者は矢作川沿いの川
口地区こもれびコースを歩きました。参加者からは、
自然を感じながら運動することの喜びを再確認す
る声が多くあがりました。

小中学校が再開
中山小学校ほか

ふじおか野の花さんぽ
藤岡ふれあいの館

6.6（土）

　藤岡地域わくわく事業「木瀬地区の里山づくり事
業」の一環として、ホタルの鑑賞会と大沢不動滝の
ライトアップが行われました。昨年度と比べホタル
の数が多く、辺りは飛翔するホタルの優しい光に包
まれました。

ホタル観賞会
木瀬四季の里山づくり実行委員会

6.8（月）～10（水）
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Fujioka Information

　地元の御作小学校とのふれあい事業や地域住民を対象とした体力づくり・健康づ
くりを目的に事業を順次進めています。昨年度取り組んだ軽スポーツ推進は引き続き
実施し、今年度から子どもから高齢者に対する血圧測定も行っていきます。

3（み）つくりアイデアサークル（藤岡地区）
「ふれあい・健康づくりと公園周辺の見守り事業」

今年度のわくわく事業を紹介します

　西中山自治区を流れる西中山川の環境浄化と大池周辺・地域ふれあい広場の景観・
マレットゴルフ場整備を目的に、区民がふれあう機会と広場を提供する活動を続けて
います。生活排水による西中山川の水質汚濁を解消するためEM菌の放流や、今年度は
マレットゴルフ場の利便性を高めるため倉庫を設置する手続きを行います。

　毎月EM菌を週2回、西中山川へ放流を続けてきた成果として、水質状況は毎年向上しております。近年
では5月下旬からホタルが飛び始め、7月に実施している西中山川の川しらべでは生き物調査を行い、多く
の川魚を見ることができるようになりました。西中山自治区を一層住みやすい地域になるよう活動を続け
ていきます。

西中山自治区住みよい地域創造活動協議会（藤岡南地区）
「西中山川環境浄化・景観緑化整備、マレットゴルフ場整備事業」

髙木松閣さんが豊田市文化振興財団表彰　豊田文化功労賞を受賞されました
　今年度の豊田市文化振興財団表彰において、書道家の髙木松閣（本名：髙木健治）さん（折平町）が豊田文
化功労賞を受賞されました。
　髙木さんは、永年にわたり書道への造詣を深め、作品の芸術性は書道界で高く評
価されています。豊田書道連盟においては、平成23年に事務局長、平成29年に副理事
長を歴任され、豊田市の書道文化の振興と発展に多大な功績を残された点が認めら
れ、受賞されました。また、令和元年度に毎日書道展審査会員に推挙されております。
　藤岡交流館に髙木さんの作品が7月中旬まで展示してあります。是非ご覧ください。

藤岡地域に凄惨な被害をもたらした「47.7豪雨」

新型コロナウイルス感染症が心配…でも、危険が迫った時には迷わず避難を！

＜安心・安全な避難のための3つのポイント＞

　昭和47年7月12日夜半から13日未明にかけて西三河山間部を集中豪雨が襲い、藤岡地区では12日午後10
時から13日午前3時までの5時間で216ｍｍ（1時間最大雨量68ｍｍ）の猛烈な雨が襲いました。河川の氾濫、
土砂崩れも多数発生し、藤岡地区では死者・行方不明者22名、住宅全壊78棟、被災世帯923世帯、被災者数
3,802名にも及ぶ大災害となりました。再びこのような大災害を繰り返すことのないよう、日頃の備えをしっ
かりとしておきましょう。

避難所に行くだけが避難じゃない！避難について
理解しよう！
〇避難とは「難」を「避ける」こと。安全な場所にい
る人まで避難所に行く必要はありません。

〇避難先は、市の指定している施設だけではありま
せん。色々な避難方法を検討しましょう。

　新型コロナウイルス感染症への不安から、避難をためらったために被害に遭うと
いうことは絶対にあってはなりません。一人ひとりが、色々な避難方法や感染症対策
を知って、安心・安全な避難のための備えをしましょう！

藤岡支所・交流館敷地内の公衆電話が使用可
能になりました
　旧庁舎の解体に伴い使用できなくなっていた公衆電話が、
6月から使用可能となりました。

山村地域等空き家活用支援事業
空き家を活用して事業をする方にも支援することができます。
空き家情報バンクは、これまで居住することを条件としていましたが、今年度からは、店舗など事業
として活用することも可能となり、そのための支援をすることもできるようになりました。

１　対象地区　御作地区、上川口地区、下川口地区
２　空き家情報バンクへの登録

・空き家を所有されている方で、空き家が活用されることを望んでいる方は、空き家情報バンクへ
の物件登録が必要です。また、空き家を活用して居住することや事業を行うことを希望する方は、
利用者登録が必要です。

３　支援の目的
・空き家を単に｢居住｣するためだけと考えず、｢地域の資源｣として活用することで、空き家の所有
者への物件登録の働きかけを促します。

・新規移住者の発掘と、地域住民が移住者を受け入れる機運を高めます。
・移住支援制度を拡大することで、意欲的な移住者の誘因と、地域活性化に質的な変化をもたらす
きっかけとします。

４　支援の内容
・利用者に対し、事業計画段階から豊田信用金庫、商工会、先輩起業者等が相談にのります。
・起業する場合、希望者に対し、豊田信用金庫が事業に係る設備資金を融資します。
　　融資内容：（原則無担保、保証人なし、融資限度額500万円以内）
・豊田信用金庫の融資に係る利子を、豊田市が全額補助します。

代表コメント

代表コメント

　健康づくりの第一歩として、2018年度から毎週木曜日に御作東部児童遊園でラジオ体操を行っています。
今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、自粛が続き、小学生とのふれあい、健康づくりの活
動が実施できていません。今後は、状況をみて再開していきますので、是非御参加ください。

（会長：山内　直子）

事業に関する問合せは藤岡支所　76－2102

あると便利な非常持ち出し品
□携帯電話　　□モバイルバッテリー
□毛布・タオルケット　　□ウエットティッシュ
□食べ物　　□飲み物　　□着替え　　□下着
□タオル　　□携帯トイレ　　□ゴミ袋　等

感染症対策に有効な非常持ち出し品の例
□マスク　　□アルコール消毒液　　□体温計
□除菌シート　　□使い捨てビニール手袋
□ゴーグル　　□キャンプ用テント　等

非常持ち出し品を予め準備しておこう！
〇避難所で一晩過ごすために必要なものと量が目
安です。

〇必要なものは各世帯で異なりますが、避難時に
は、通常の非常持ち出し品に加えて、感染症対策
に有効な持ち出し品もできる限り持参しましょう。

どこにいても、自分でできる感染症対策を実践しよう！
〇他人と2メートル程度距離を取る、密接した状態での会話を避ける、手洗い消毒やうがい、
マスクの着用、咳エチケットの徹底、毎日の体調チェック

（会長：永田　薫）
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Fujioka Information

　地元の御作小学校とのふれあい事業や地域住民を対象とした体力づくり・健康づ
くりを目的に事業を順次進めています。昨年度取り組んだ軽スポーツ推進は引き続き
実施し、今年度から子どもから高齢者に対する血圧測定も行っていきます。

3（み）つくりアイデアサークル（藤岡地区）
「ふれあい・健康づくりと公園周辺の見守り事業」

今年度のわくわく事業を紹介します

　西中山自治区を流れる西中山川の環境浄化と大池周辺・地域ふれあい広場の景観・
マレットゴルフ場整備を目的に、区民がふれあう機会と広場を提供する活動を続けて
います。生活排水による西中山川の水質汚濁を解消するためEM菌の放流や、今年度は
マレットゴルフ場の利便性を高めるため倉庫を設置する手続きを行います。

　毎月EM菌を週2回、西中山川へ放流を続けてきた成果として、水質状況は毎年向上しております。近年
では5月下旬からホタルが飛び始め、7月に実施している西中山川の川しらべでは生き物調査を行い、多く
の川魚を見ることができるようになりました。西中山自治区を一層住みやすい地域になるよう活動を続け
ていきます。

西中山自治区住みよい地域創造活動協議会（藤岡南地区）
「西中山川環境浄化・景観緑化整備、マレットゴルフ場整備事業」

髙木松閣さんが豊田市文化振興財団表彰　豊田文化功労賞を受賞されました
　今年度の豊田市文化振興財団表彰において、書道家の髙木松閣（本名：髙木健治）さん（折平町）が豊田文
化功労賞を受賞されました。
　髙木さんは、永年にわたり書道への造詣を深め、作品の芸術性は書道界で高く評
価されています。豊田書道連盟においては、平成23年に事務局長、平成29年に副理事
長を歴任され、豊田市の書道文化の振興と発展に多大な功績を残された点が認めら
れ、受賞されました。また、令和元年度に毎日書道展審査会員に推挙されております。
　藤岡交流館に髙木さんの作品が7月中旬まで展示してあります。是非ご覧ください。

藤岡地域に凄惨な被害をもたらした「47.7豪雨」

新型コロナウイルス感染症が心配…でも、危険が迫った時には迷わず避難を！

＜安心・安全な避難のための3つのポイント＞

　昭和47年7月12日夜半から13日未明にかけて西三河山間部を集中豪雨が襲い、藤岡地区では12日午後10
時から13日午前3時までの5時間で216ｍｍ（1時間最大雨量68ｍｍ）の猛烈な雨が襲いました。河川の氾濫、
土砂崩れも多数発生し、藤岡地区では死者・行方不明者22名、住宅全壊78棟、被災世帯923世帯、被災者数
3,802名にも及ぶ大災害となりました。再びこのような大災害を繰り返すことのないよう、日頃の備えをしっ
かりとしておきましょう。

避難所に行くだけが避難じゃない！避難について
理解しよう！
〇避難とは「難」を「避ける」こと。安全な場所にい
る人まで避難所に行く必要はありません。

〇避難先は、市の指定している施設だけではありま
せん。色々な避難方法を検討しましょう。

　新型コロナウイルス感染症への不安から、避難をためらったために被害に遭うと
いうことは絶対にあってはなりません。一人ひとりが、色々な避難方法や感染症対策
を知って、安心・安全な避難のための備えをしましょう！

藤岡支所・交流館敷地内の公衆電話が使用可
能になりました
　旧庁舎の解体に伴い使用できなくなっていた公衆電話が、
6月から使用可能となりました。

山村地域等空き家活用支援事業
空き家を活用して事業をする方にも支援することができます。
空き家情報バンクは、これまで居住することを条件としていましたが、今年度からは、店舗など事業
として活用することも可能となり、そのための支援をすることもできるようになりました。

１　対象地区　御作地区、上川口地区、下川口地区
２　空き家情報バンクへの登録

・空き家を所有されている方で、空き家が活用されることを望んでいる方は、空き家情報バンクへ
の物件登録が必要です。また、空き家を活用して居住することや事業を行うことを希望する方は、
利用者登録が必要です。

３　支援の目的
・空き家を単に｢居住｣するためだけと考えず、｢地域の資源｣として活用することで、空き家の所有
者への物件登録の働きかけを促します。

・新規移住者の発掘と、地域住民が移住者を受け入れる機運を高めます。
・移住支援制度を拡大することで、意欲的な移住者の誘因と、地域活性化に質的な変化をもたらす
きっかけとします。

４　支援の内容
・利用者に対し、事業計画段階から豊田信用金庫、商工会、先輩起業者等が相談にのります。
・起業する場合、希望者に対し、豊田信用金庫が事業に係る設備資金を融資します。
　　融資内容：（原則無担保、保証人なし、融資限度額500万円以内）
・豊田信用金庫の融資に係る利子を、豊田市が全額補助します。

代表コメント

代表コメント

　健康づくりの第一歩として、2018年度から毎週木曜日に御作東部児童遊園でラジオ体操を行っています。
今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、自粛が続き、小学生とのふれあい、健康づくりの活
動が実施できていません。今後は、状況をみて再開していきますので、是非御参加ください。

（会長：山内　直子）

事業に関する問合せは藤岡支所　76－2102

あると便利な非常持ち出し品
□携帯電話　　□モバイルバッテリー
□毛布・タオルケット　　□ウエットティッシュ
□食べ物　　□飲み物　　□着替え　　□下着
□タオル　　□携帯トイレ　　□ゴミ袋　等

感染症対策に有効な非常持ち出し品の例
□マスク　　□アルコール消毒液　　□体温計
□除菌シート　　□使い捨てビニール手袋
□ゴーグル　　□キャンプ用テント　等

非常持ち出し品を予め準備しておこう！
〇避難所で一晩過ごすために必要なものと量が目
安です。

〇必要なものは各世帯で異なりますが、避難時に
は、通常の非常持ち出し品に加えて、感染症対策
に有効な持ち出し品もできる限り持参しましょう。

どこにいても、自分でできる感染症対策を実践しよう！
〇他人と2メートル程度距離を取る、密接した状態での会話を避ける、手洗い消毒やうがい、
マスクの着用、咳エチケットの徹底、毎日の体調チェック

（会長：永田　薫）
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▶人口：19,424人（前年同月比：−73人）　
▶世帯数：7,211世帯（前年同月比：＋84世帯）
▶交通事故発生件数：0件（累計：1件）
▶犯罪発生件数：0件（累計：2件）
▶火災発生件数：0件（累計：2件）
※人口、世帯数令和2年6月1日現在
※事故等発生件数：令和2年5月発生分
※累計：令和2年4月1日～令和2年5月31日

藤岡地区データ

皆さんの情報を
お待ちしております！ 〈ホームページ〉

http://www.city.toyota.aichi.jp

編集・発行／豊田市役所藤岡支所／毎月15日発行／〒470-0493  愛知県豊田市藤岡飯野町田中245／☎0565・76・2101
                E-mail ： fujioka-shisho@city.toyota.aichi.jp
※「ふじおか支所だより」のカラー版が

豊田市ホームページ⇒市政情報⇒地域振興部⇒藤岡支所でご覧になれます。

　6月8日から、藤岡・藤岡南地域の小中学校で通常授業が再開されました。中山小
学校では、児童が安心して授業を受けることができるよう、手洗い、うがい、換気の
徹底、机を離して配置する、毎日の家庭での検温呼びかけ等の対策をとっています。

　藤岡ふれあいの館主催の「ふじおか野の花さん
ぽ」が、開催されました。参加者は矢作川沿いの川
口地区こもれびコースを歩きました。参加者からは、
自然を感じながら運動することの喜びを再確認す
る声が多くあがりました。

小中学校が再開
中山小学校ほか

ふじおか野の花さんぽ
藤岡ふれあいの館

6.6（土）

　藤岡地域わくわく事業「木瀬地区の里山づくり事
業」の一環として、ホタルの鑑賞会と大沢不動滝の
ライトアップが行われました。昨年度と比べホタル
の数が多く、辺りは飛翔するホタルの優しい光に包
まれました。

ホタル観賞会
木瀬四季の里山づくり実行委員会

6.8（月）～10（水）
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